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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
お
元
気
で
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
会
員
、

教
職
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
同

窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
賜
わ
り
、

厚
く
御
礼
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
三
月
の
一
回
生
か
ら
三

十
三
年
を
へ
て
、
昨
年
の
九
月
の
前
期

卒
業
生
を
含
め
ま
す
と
卒
業
生
が
九
千

四
百
九
十
名
と
な
り
ま
し
た
。
普
通
高

校
と
言
っ
て
も
三
課
程
の
生
徒
が
各
課

程
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
に
は
感
動
す
る
次
第
で

す
。平

成
二
十
七
年
六
月
十
三
日
の
第
一

回
役
員
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
六
年

度
の
事
業
報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
、

二
十
七
年
度
の
行
事
・
予
算
の
審
議
又

役
員
改
選
に
お
い
て
満
場
一
致
で
可
決
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承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
に
お
い
て
は
平
川
前

会
長
よ
り
今
回
か
ら
第
十
二
代
同

窓
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
湧
心
館
の
歴
史
あ
る
会

長
を
受
け
る
こ
と
に
、
い
さ
さ
か

不
安
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
今
後
副
会
長
他
役
員
の
皆
様

と
一
致
協
力
し
て
同
窓
会
活
動
に

邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。さ

て
、
昨
年
日
本
の
選
手
が
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ラ
グ
ビ
ー
大
会

予
選
で
日
本
チ
ー
ム
の
素
晴
ら
し

い
活
躍
又
世
界
体
操
選
手
権
大
会

に
お
い
て
は
日
本
チ
ー
ム
が
団
体

優
勝
す
る
と
共
に
内
村
航
平
選
手

が
前
人
未
到
の
個
人
６
連
覇
と
い

う
か
が
や
か
し
い
成
績
を
残
し
ま

し
た
。

て
、
元
気
よ
く
挨
拶
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。｢

あ
あ
帰
っ
て
き
た
ん

だ
。
よ
お
し
、
ま
た
頑
張
る
ぞ
。｣

と
力
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。(

こ
れ

が

｢

湧
心｣

と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。)

生
徒
た
ち
は
入
れ
代
わ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
職
員
は
見
知
っ

た
方
が
多
く
、
安
心
し
て
勤
務
に

就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
川

元
会
長
に
も
温
か
く
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
安
心
し
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

三
課
程
共
通
の
教
育
目
標
を
三

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
古
田
会
長
を
始
め
同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に
物

心
両
面
で
御
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
も
変

わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
３
年
前
、
本
校
の
副
校
長
兼
全

日
制
教
頭
と
し
て
赴
任
し
、
そ
の
後
転

出
を
し
ま
し
た
が
、
昨
年
４
月
、
縁
あ
っ

て
再
び
本
校
に
校
長
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
。
初
日
に
駐
車
場
に
着
く
や
、
朝

か
ら
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
る
生
徒
が
い

つ
掲
げ
ま
し
た
。
先
ず

｢

知｣

。

確
か
な
学
力
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

特
に
、
生
徒
自
身
が
能
動
的
・
自

主
的
に
参
加
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

次
に

｢

徳｣

。
豊
か
な
情
操
と
道

徳
心
を
育
み
ま
す
。
昨
今
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
と
い
う
こ
と
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
私
は
着
任
早
々
、

入
学
式
で
紋
付
袴
を
着
装
し
式
辞

に
英
語
ス
ピ
ー
チ
を
入
れ
ま
し
た
。

周
り
か
ら
は
随
分
冷
や
か
さ
れ
ま

し
た
が
、
私
は
至
っ
て
真
面
目
で
、

紋
付
袴
は
、
我
が
国
の
伝
統
と
文

化
を
尊
重
す
る
態
度
に
つ
な
が
れ

ば
、
と
の
思
い
か
ら
、
ま
た
英
語

ス
ピ
ー
チ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
を
身
に
付
け
る
ツ
ー
ル
と
し
て

英
語
を
勉
強
し
て
ほ
し
い
、
と
の

反
面
世
界
で
は
、
十
一
月
に
は

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
同
時
多
発
テ

ロ
が
発
生
し
百
数
十
名
の
犠
牲
者

が
出
た
こ
と
と
、
十
二
月
に
は
中

国
に
お
い
て
、
大
規
模
な
地
滑
り

が
発
生
し
二
十
一
日
ま
で
に
八
十

五
名
の
行
方
不
明
者
が
出
て
い
る

の
は
、
ま
だ
記
憶
に
生
々
し
く
焼

き
付
い
て
い
る
こ
と
等
世
界
中
が

大
き
な
危
機
に
遭
遇
し
た
一
年
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
同
窓
会
活
動
は
四
月
の

三
課
程
の
入
学
式
、
五
月
の
体
育

祭
へ
の
出
席
、
監
査
六
月
、
一
月

の
同
総
会
役
員
会
、
九
月
の
通
信

制
前
期
卒
業
式
へ
の
出
席
、
十
月

の
江
極
だ
よ
り
編
集
会
議
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
運
営
会
議
、
一
月
の
会

報
発
行
二
月
か
ら
の
三
課
程
の
同

総
会
入
会
式
、
三
月
の
三
課
程
の

卒
業
式
へ
の
出
席
な
ど
を
計
画
し
、

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
会
の
活
動
に
つ
い
て
、

同
窓
会
会
員
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
皆
様
の
力
を
結
集

し
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
で
き
る

同
窓
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
幸
多

き
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

���������同
窓
会
会
長

古

田

利

武

���������湧
心
館
高
校
長

上

妻

利

博

江
津
高
と
し
て
開
校
、
昭
和
58
年

３
月
か
ら
61
年
３
月
に
卒
業
し
た

江
津
高
の
卒
業
生
25
人
・
恩
師
12

人
、
計
37
人
が
参
加
、｢

草
創
期

同
窓
会｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

会
で
は
初
代
事
務
長
の
後
藤
敦

夫
先
生
か
ら
開
校
準
備
の
苦
労
話

な
ど
を
伺
い
、
当
時
の
機
関
紙

｢

図
南｣

な
ど
も
展
示
し
ま
し
た
。

余
興
で
は
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
会

場
は
思
い
出
話
な
ど
に
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
盛
況
浬
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

思
い
か
ら
で
し
た
。
最
後
に｢

体｣

。

心
身
の
健
康
を
自
己
管
理
す
る
態

度
を
育
成
し
ま
す
。
社
会
状
況
の

変
化
は
、
ど
ん
ど
ん
健
康
を
損
ね

る
方
向
に
加
速
し
て
い
ま
す
。
生

徒
に
は
正
し
い
食
習
慣
と
生
活
習

慣
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
方
針

で
、
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信
制

に
学
ぶ
生
徒
た
ち
が
自
分
の
夢
を

実
現
で
き
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

さ
て
本
校
は
、
昭
和
五
十
四
年

の
江
津
高
校
開
校
か
ら
数
え
て
創

立
三
十
六
年
目
を
迎
え
、
同
窓
生

の
数
も
九
千
五
百
人
近
く
に
な
り

ま
し
た
。
近
々
、
創
立
四
十
周
年
、

同
窓
生
一
万
人
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
周
年
行
事
等
に
つ
い
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平
成
27
年
６
月
７
日
、
メ
ル
パ

ル
ク
熊
本
で
湧
心
館
高
の
前
身
で

昭
和
54
年
４
月
に
県
内
初
の
定
時

制
・
通
信
制
独
立
校

(

４
年
生)

����
��������

平成27年度同窓会予算書
１. 一般会計

(収入の部) 単位：円
科 目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 備 考

会 費 1,450,000 1,890,000 △440,000
全日制 117名×5,000円
定時制 30名×5,000円
通信制 143名×5,000円

繰 越 金 299,907 306,452 △6,545
雑 収 入 48 48 0 預金利息

計 1,749,955 2,196,500 △446,545

(支出の部) 単位：円

科 目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 備 考

事務通信費 730,000 650,000 80,000 同窓会新聞郵送料､ 封筒印刷代､ ホームページ年間管理料同窓会事務処理用パソコン更新代
会 議 費 250,000 250,000 0 役員会活動費､ 役員懇親会
学校行事費 160,000 200,000 △40,000 卒業証書用ホルダー
会 報 費 150,000 200,000 △50,000 同窓会新聞印刷代､ 新聞広告代
名簿管理費 100,000 150,000 △50,000 同窓会新聞郵送用宛名シール代
給 与 60,000 60,000 0 事務補助職員手当
積 立 金 200,000 550,000 △350,000 同窓会積立金
予 備 費 54,955 136,500 △81,545

計 1,704,955 2,196,500 △491,545

２. 特別会計
前年度からの繰越金 3,798,175円

(残高の部) 単位：円
収入決算額 支出決算額 残高合計 摘 要

1,847,930 1,548,023 299,907 残高は平成27年度へ繰り越し

(支出の部) 単位：円
科 目 当初予算額 更正額 更正予算額 決算額 予算残額 備 考

事務通信費 650,000 0 0 611,346 38,654 同窓会新聞郵送料､ 封筒印刷代､ ホームページ年間管理料
会 議 費 250,000 0 0 246,880 3,120 役員会活動費､ 役員懇談会
学校行事費 200,000 0 0 146,550 53,450 卒業証書用ホルダー
会 報 費 200,000 0 0 124,280 75,720 同窓会新聞印刷代､ 新聞広告代
名簿管理費 150,000 0 0 62,640 87,360 同窓会新聞郵送用宛名シール代
給 与 60,000 0 0 51,575 8,425 事務補助職員手当
積 立 金 550,000 0 0 300,000 250,000 同窓会積立金へ充当
予 備 費 136,500 0 0 4,752 131,748 ドメイン名登録サービス契約更新料

計 2,196,500 0 1,548,023 648,477

１. 一般会計
(収入の部) 単位：円

科 目 当初予算額 補正予算額 決 算 額 増 減 備 考
会 費 1,890,000 0 1,535,000 △355,000 307名×5,000円
繰 越 金 306,452 0 306,452 0
雑 収 入 48 0 6,478 6,430 預金利息等

計 2,196,500 0 1,847,930 △348,570

平成26年度同窓会決算書

関係諸帳簿及び書類を監査した結果､ 上記のとおり相違
なく正確かつ適法に執行されていることを認めます｡

平成27年５月16日

３. 監査報告

２. 特別会計 単位：円
収 入 支 出 残 高

残高は平成27年度へ繰り越し前年度繰越金 本年度積立金 預金利子 同窓会発足30周年記念
事業会計より充当 合 計

2,789,996 300,000 558 707,621 3,798,175 0 3,798,175

����������������������������
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旧
江
津
高
１
〜
４
回
卒)

て
は
、
今
後
少
し
ず
つ
話
題
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓

会
会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
何
か
と
お
世
話
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
御
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

江津高校草創期同窓会 平成27年６月７日 メルパルク熊本

監査



妻
利
博
校
長
か
ら
卒
業
証
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
代
表
の

柴
田
義
孝
さ
ん
が
、
謝
辞
の
中
で

｢

通
信
制
で
、
丁
寧
に
着
実
に
学

習
す
る
こ
と
と
継
続
し
て
学
習
す

る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た｣

と
述
べ
ま

し
た
。
他
の
卒
業

生
も
沢
山
の
思
い

出
や
感
謝
の
気
持

ち
を
語
り
な
が
ら
、

各
々
が
将
来
の
希

望
を
胸
に
本
校
を

巣
立
ち
ま
し
た
。

○
10
月
１
日
、『

後
期
入
学
式』

が

挙
行
さ
れ
、
新
入
生
代
表
の
西
中

知
美
さ
ん
以
下
10
名
が
入
学
し
、
新

た
に
１
年
Ｇ
組
が
誕
生
し
ま
し
た
。

○
10
月
４
日･

５
日
の『

文
化
発
表

会』

で
は
、
弁
護
士
に
よ
る
い
じ
め

防
止
授
業
、
生
徒
会
企
画
の
カ
ラ

オ
ケ
、
美
術･

書
道･

生
花
ク
ラ
ブ

等
の
作
品
展
示
、
招
聘
企
画

｢

く

ま
も
と
の
外
来
生
物
展
示｣
(

熊
本

県
松
橋
収
蔵
庫)

、
生
徒
有
志
に

よ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
実
演
等
が

行
わ
れ
、
生
徒
が
自
ら
企
画
し
体

験
で
き
る
生
徒
会
活
動
の
場
と
し

て
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

○
10
月
11
日
に
は
、『

県
定
通
文

化
大
会』

が
県
立
劇
場
で
開
催
さ

れ
、
生
活
体
験
発
表
の
部
で
は
、

通
信
制
代
表
の
赤
星
豊
子
さ
ん
が

自
ら
の
体
験
や
思
い
を
熱
く
語
り
、

聴
衆
の
心
に
深
い
感
動
を
与
え
ま

し
た
。
ま
た
、
同
会
場
で
行
わ
れ

た
展
示
会
に
は
、
通
信
制
か
ら
も

美
術
・
書
道
ク
ラ
ブ
等
の
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。

○
10
月
20
日
、『

生
徒
研
修
旅
行』

(

生
徒
会
主
催)

が
行
わ
れ
、
総

勢
14
名

(

バ
ス
１
台)

が
、
水
俣

市
の

｢

水
俣
病
資
料
館｣

と
芦
北

町
の

｢

あ
し
き
た
青
少
年
の
家｣

に
赴
き
、
楽
し
く
有
意
義
な
１
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

○
11
月
15
・
16
日
に
は
、
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ『

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル』

・『

百
人

一
首』
を
開
催
。
両
競
技
と
も
熱

戦
の
連
続
で
、
生
徒
は
競
技･

応

援
に
積
極
的
に
参
加
し
仲
間
と
の

交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

○
12
月
12
〜
13
日
に
は
、
本
校
が

主
管
校
と
し
て

｢
九
州
地
区
高
等

学
校
通
信
制
生
徒
会
役
員
交
流
会｣

を
火
の
国
ハ
イ
ツ
で
開
催
し
、
九

州
各
県
の
通
信
制
高
校
の
生
徒
会

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
生
徒
会

は
、『

全
て
の
生
徒
が

〝

楽
し
い〞

と
思
え
る
学
校』

を
目
標
に
、
限

ら
れ
た
時
間
を
大
切
に
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

通
信
制
で
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き

『

後
期
新
入
学』

導
入
の
周

知
徹
底
、
生
徒
の
定
着
率
向
上
及

び
生
徒
の
進
路
実
現
を
図
っ
て
お

り
、『

体
験
入
学
・
中
学
校
訪
問』

、

『

学
校
Ｈ
Ｐ
等
を
活
用
し
た
広
報
・

募
集
活
動』

、『

学
習
会
を
活
用
し

た
生
徒
の
自
学
自
習
力
及
び
自
主

性
の
育
成』

等
の
推
進
に
務
め
て

い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
導
入
し
た

『

体
験
入
学』

も
参
加
者
か
ら
好

評
で
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た

『

遠
隔
授
業』

の
準
備
に
つ
い
て
も
、
研
究
を
続

け
て
お
り
、
今
後
の
実
現
を
目
指

し
て
推
進
す
る
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
、
同
窓
生

の
皆
様
方
の
御
指
導
・
御
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

通
信
制

は
、
昨
年

度
か
ら
新

入
生
・
転

編
入
生
と

も
に
前
期

(

四
月)

、

後
期

(

十

月)

の
年
２
回
入
学
と
な
り
ま
し

た
。
新
入
生
数
は
104
名

(

前
期
94

名
・
後
期
10
名)

、
転
・
編
入
生

数
119

(

前
期
66
名
・
後
期
53
名)

、

活
動
生
総
数
601
名

(

10
月
現
在)

で
す
。

○
４
月
12
日
の

入
学
式
で
は
、

上
妻
利
博
校
長

が
式
辞
の
中
で
、

年
齢
や
こ
れ
ま

で
の
環
境
、
入

学
ま
で
の
経
緯

等
、
様
々
な
人

が
通
信
制
に
入

学
し
て
い
る
が
、

共
通
す
る
の
は
、

｢

学
び
た
い｣

｢

高
校
卒
業
の
資
格

を
取
り
た
い｣

と
い
う
熱
い
思
い

で
あ
る
こ
と
、
通
信
制
で
学
び
続

け
る
こ
と
は
大
変
で
、
強
い
意
志

が
要
る
こ
と
、
そ
れ
を
自
ら
選
択

し
た
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
す
こ
と

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
新
入
生
代
表
の
石
村
加
代
子

さ
ん
が
、
卒
業
に
向
か
っ
て
通
信

制
で
学
ぶ
決
意
を
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

○
前
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ

は
、
本
校
が
４
月
19
日
、

協
力
校
は
４
月
26
日
か

ら
開
始
さ
れ
、
気
持
ち

も
新
た
に
通
信
制
の
学

習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

○
６
月
７
日
、『
第
65

回
県
定
通
総
合
体
育
大

会』

が
本
校
及
び
熊
本

工
業
高
校
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
・
女
子
が

団
体
優
勝
、
個
人
戦
で

も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
・
女
子
、
卓

球
男
子
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
、

僅
か
な
練
習
期
間
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ

を
乗
り
越
え
、
輝
か
し
い
成
果
を

上
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
８
月

に
開
催
さ
れ
た

『

全
国
定
通
総
合

体
育
大
会』

に
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

卓
球
の
４
競
技
に
選
手
19
名
が
出

場
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人
戦

の
住
田･

渡
邉
ペ
ア
が
ベ
ス
ト
８

に
入
る
な
ど
大
健
闘
し
ま
し
た
。

○
７
月
12
日
の

『

校
内
生
活
体
験

発
表
会』

で
は
、
３
名
の
発
表
者

が
個
々
の
体
験
に
基
づ
く
高
校
生

活
や
将
来
の
希
望
等
に
つ
い
て
熱

く
語
り
、
聴
く

者
に
感
動
と
自

ら
を
振
り
返
る

機
会
を
与
え
る

も
の
で
し
た
。

結
果
、『

止
ま

る
こ
と
の
な
い

時
を
大
切
に』

と
い
う
題
で
、

甥
の
頑
張
り
を

き
っ
か
け
に
高

校
卒
業
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を

語
っ
た
３
年
生
の
赤
星
豊
子
さ
ん

が

『

県
定
通
文
化
大
会』

の
代
表

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

○
９
月
20
日
、『

前
期
卒
業
式』

が
挙
行
さ
れ
、
４
年
生
８
名
に
上
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役
員
改
選

平
成
25
年
４
月
か
ら
２
年
間
全

日
制
教
頭
と
し
て
、
ま
た
昨
年
４

月
か
ら
副
校
長
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
教
頭
と
し
て

全
日
制
に
着
任
す
る
際
に
は
、
現

校
長
の
上
妻
先
生
か
ら
引
継
ぎ
を

し
て
い
た
だ
き
、
今
度
は
直
接
の

上
司
と
し
て
指
導
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
湧
心
館
高
校
３
年

目
と
い
う
こ
と
で
、
同
窓
会
役
員

の
方
々
に
も
大
変
良
く
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
少
し
で
も
湧
心
館
高

校
の
た
め
に
力
に
な
り
ま
す
よ
う

日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

����会
員
の
皆
様
に｢

江
極
だ
よ
り｣

第
二
十
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

三
十
六
年
目
を
迎
え
た
母
校
の

近
況
と
第
一
回
生
の
草
創
期
の
同

窓
会
等
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
意
見
ご

感
想
等
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

江
極
だ
よ
り
編
集
委
員
会

�������������������� �����������������会
員
の
身
の
上
に
、
変
更

(

住

所
や
氏
名
等)

が
、
発
生
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
同
窓
会
事
務
局

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

電

話
０
９
６
・
３
７
２
・
５
３
１
１

F
a
x
０
９
６
・
３
６
４
・
９
３
８
２

本
年
度
、

定
時
制
課

程
は
41
名

の
新
入
生

を
迎
え
、

生
徒
数
156

名

(

男
86
名
、
女
70
名)

で
出
発

し
ま
し
た
。

上
妻
利
博
校
長
は
、
着
任
の
ご

あ
い
さ
つ
の
中
で
、
私
た
ち
教
職

員
に
一
日
、
一
日
、
丁
寧
に
教
育

に
ま
い
進
す
る
よ
う
訓
示
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
は

｢
一

日
、
一
日
、
丁
寧
に｣

を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
授
業
と
行
事
を
大
切
に
、

生
徒
一
人
一
人
の
自
尊
感
情
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
目
指
し
ま
し
た
。

○
県
定
通
体
育
大
会
で
は
、
野
球

部
が
県
大
会
で
優
勝
し
、
西
九
州

大
会
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

と
卓
球
が
駒
を
進
め
健
闘
し
ま
し

た
。

○
校
内
生
活
体
験
発
表
大
会
で
は
、

苦
境
を
乗
り
越
え
た
体
験
談
、
定

時
制
に
通
う
生
徒
な
ら
で
は
の
悩

み
や
苦
悩
を
明
日
へ
の
希
望
に
つ

な
げ
て
語
る
姿
に
、
共

感
を
誘
い
、
感
銘
を
受

け
る
感
動
的
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
県
大
会

(

県
定
通
文
化
大
会)

で
は
３
の
２
船
津
佑
夏

さ
ん
が
堂
々
の
発
表
を

し
ま
し
た
。

○
県
定
通
文
化
大
会
で

は
、
今
や
恒
例
と
な
り
、

こ
れ
を
目
当
て
の
来
場

者
が
い
る
太
鼓
部
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
テ
ー
ジ
の
部
で
は

｢

伝
統
と
創

造
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン｣

と
題

し
て
、
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

情
報
科
学

科
の
ラ
ン

チ
タ
イ
ム

シ
ョ
ッ
プ

も
盛
況
で
、

文
化
の
薫

り
高
き
一

日
に
な
り

ま
し
た
。

○
芸
術
鑑

賞
は
、
例
年
の
春
・
秋
の
映
画
鑑

賞
に
加
え
て
、
今
年
は
、
熊
本
教

育
会
館
寄
席
が
本
校
で
行
わ
れ
、

熊
工
定
時
制
と
共
に
落
語
を
楽
し

み
ま
し
た
。
江
戸
の
古
典
芸
能
の

粋
を
つ
ぶ
さ
に
鑑
賞
し
、
そ
の
臨

場
感
は
圧
巻
で
し
た
。
更
に
、
熊

本
放
送
、
熊
日
の
ご
厚
意
で
、
希

望
者
に

｢

松
竹
大
歌
舞
伎｣

の
鑑

賞
も
実
現
し
ま
し
た
。

○
く
ま
も
と
教
育
の
日

｢

異
世
代
間
交
流
に
よ
る
地
域
の

方
と
の
調
理
交
流
会｣

で
は
、
今

年
も
、
出
水
南
地
区
の
皆
様
と
共

に

｢

巻
寿
司｣

｢

さ
つ
ま
い
も
の

レ
モ
ン
煮｣

な
ど
の
調
理
体
験
を

通
し
て
、
食
文
化
の
継
承
と
地
域

と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
地

域
と
の
相
互
理
解
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
深
ま
る
有
意
義
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。

○
第
８
回
湧
定
祭
は
、
今
年
も
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
恒
例
の

全
生
徒
に
よ
る
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

｢

江
津
湖
の
花
火｣

竹
あ
か
り

｢

湧
定
の
灯｣

が
来

場
者
を
う
な
ら
せ
ま

し
た
。
湧
定
の
う
た
、

女
装
男
装
コ
ン
テ
ス

ト
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

展
示
、
バ
ザ
ー
な
ど

も
大
盛
況
で
し
た
。

多
く
の
地
域
の
方
や

本
校
全
日
制
の
生
徒

や
校
外
で
の
友
人
達
も
た
く
さ
ん

見
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

○
研
修
旅
行
で
は
、
３
年
次
生
が

京
都
・
奈
良
で
素
晴
ら
し
い
思
い

出
作
り
が
で
き
ま
し
た
。

○
各
種
検
定
取
得
状
況

(

11
月
末)

は
、
全
商
珠
算
電
卓
検
定
１
級
２

名
、
３
級
１
名
。
全
商
ビ
ジ
ネ
ス

文
書
実
務
検
定
１

級
２
名
、
１
級
速

度
３
名
、
２
級
１

名
、
２
級
速
度
１

名
、
３
級
８
名
３

級
速
度
３
名
延
べ

21
名
が
合
格
し
ま

し
た
。

○
熊
本
県
頑
張
る

高
校
生
表
彰
を
谷

口
隆
一
君
が
受
賞

し
ま
し
た
。

○
進
路
決
定
状
況

(

11
月
末)

は
、

現
職
継
続
が
多
い
中
、
進
学
５
名
、

就
職
４
名
で
す
。
希
望
者
全
員
の

進
路
が
実
現
す
る
よ
う
、
進
路
指

導
部
を
中
心
に
職
員
全
員
で
支
援

し
て
い
ま
す
。

○
最
後
に
な
り

ま
す
が
同
窓
会

に
頂
い
た
和
太

鼓
、
湧
定
太
鼓

が
部
活
動
で
大

活
躍
で
す
。
近

年
は
特
に

｢

湧

心
魂｣

が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
毎
晩
、
練

習
に
励
み
、
定
通
行
事
は
も
と
よ

り
、
地
域
行
事
や
施
設
慰
問
等
で

学
校
と
地
域
を
結
ぶ
交
流
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も

同
窓
会
の
皆
様

方
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

お
知
ら
せ

平
成
二
十
八
年
度
行
事
予
定

(

全
日
制)

４
月
８
日

(

金)

入
学
式

５
月
１
日

(

日)

体
育
大
会

９
月
27
日

(

火)

前
期
終
業
式

10
月
８
日

(

土)

湧
心
祭

(

文
化
祭)

３
月
１
日

(

水)

卒
業
式

３
月
24
日

(

金)

後
期
終
業
式

(

定
時
制)

４
月
11
日

(

月)

入
学
式

(

定)

６
月
12
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

７
月
15
日

(

金)

生
活
体
験
発
表
会

９
月
18
日

(

日)

前
期
卒
業
式

10
月
９
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

10
月
19(

水)

〜
21
日(

金)

研
修
旅
行

11
月
４
日

(

金)

湧
定
祭

３
月
４
日

(

土)

卒
業
式

(

通
信
制)

４
月
17
日

(

日)

前
期
入
学
式

６
月
12
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

７
月
10
日

(

日)

生
活
体
験
発
表
会

９
月
18
日

(

日)

前
期
卒
業
式

10
月
１
日

(

土)

後
期
入
学
式

10
月
２
日

(

日)

文
化
発
表
会

10
月
９
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

３
月
５
日

(

日)

後
期
卒
業
式

新
執
行
部
の
ご
紹
介

新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
二
十
七
年
六
月
か

ら
平
成
二
十
九
年
度
の
役
員
改
選

ま
で
で
す
。

顧

問

平
川

誠
二

江
通

１
回

顧

問

高
松

幸
代

江
通

３
回

会

長

古
田

利
武

湧
通

５
回

副
会
長�
橋

和
子

湧
通

17
回

副
会
長

工
納

正
徳

江
定

４
回

副
会
長

中
村

雅
孝

湧
昼

４
回

書

記

小
林
夕
希
子

湧
通

14
回

会

計

宮
木
浩
之
介

湧
全

12
回

監

査

宮
本

和
扶

湧
通

15
回

監

査

宇
野

春
美

江
定

２
回

監

査

山
口
美
重
子

湧
昼

１
回

本
年
度

湧
心
館
高

校
全
日
制

は
、
上
妻

利
博
校
長

を
第
18
代

校
長
と
し
て
迎
え
、
４
月
８
日

(

水)

の
入
学
式
で
希
望
に
満
ち

た
全
日
制
新
入
生
159
名

(

男
子
78

名
、
女
子
81
名)

を
加
え
て
、
全

校
生
徒
408
名

(

男
子
203
名
、
女
子

205
名)

で
新
た
な
１
年
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
年
は

｢

自
立
・

責
任
・
創
造｣

の
校

訓
の
も
と
、｢

自
己

の
特
性
を
最
大
限
に

伸
ば
そ
う
！｣

｢

他

者
と
積
極
的
に
対
話

し
よ
う
！｣

｢

世
の

た
め
人
の
た
め
に
行

動
し
よ
う
！｣

を
学

校
が
求
め
る
生
徒
像
、

育
て
た
い
生
徒
像
と
し
て
掲
げ
、

授
業
や
学
校
行
事
、
部
活
動
等
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
湧
心
館
高
校
全
日

制
の
教
育
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

雨
に
よ
る
順
延
に
よ
り
予
定
よ

り
一
日
遅
れ
の
５
月
17

日

(

日)

に
体
育
大
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

水
を
含
ん
だ
グ
ラ
ン
ド

の
状
況
で
、
競
技
の
進

行
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
生
徒
、
職
員
の
体

育
大
会
へ
の
思
い
に
よ
っ

て
、
大
会
テ
ー
マ

｢

輝

け
！
青
春
フ
ル
パ
ワ
ー

〜
そ
の
手
に
掴
め
勝
利

の
喜
び
〜｣

に
あ
る
通

り
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い

大
会
と
な
り
ま
し

た
。６

月
上
旬
の
高

校
総
体
・
総
文
祭

に
は
、
サ
ッ
カ
ー
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
硬
式
テ
ニ
ス
、

卓
球
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
陸
上
競
技
、

剣
道
、
演
劇
、
書
道
、
写
真
、
茶

道
の
各
部
が
参
加
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
な
が

ら
よ
く
健
闘
し
ま
し
た
。
各
部
と

も
残
念
な
が
ら
入
賞
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
生
徒
の
思
い
出
に

残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
熊
本
県
大
会
で
は
、
１
回
戦
で

大
津
高
校
と
対
戦
し
12
対
３
で
敗

れ
、
昨
年
度
の
初
戦
敗
退
の
雪
辱

は
残
念
な
が
ら
果
た
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
部
員
た
ち
の
懸

命
な
プ
レ
ー
が
随
所
に
チ
ャ
ン
ス

を
生
み
出
し
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を

も
の
に
し
よ
う
と
す
る
が
む
し
ゃ

ら
な
姿
は
ス
タ
ン
ド
で
応
援
す
る

生
徒
、
保
護
者
、
職
員
の
胸
を
熱

く
し
ま
し
た
。

６
月
26
日(

金)

に
は
、
生
徒
会

役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
生
徒
会

長
に
２
年
生
の
西
村
秋
輝
君
、
副

会
長
に
１
年
生
の
西
水
流
知
花
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
二
人
を

中
心
に
組
織
さ
れ
た
新
生
徒
会
執

行
部
の
活
躍
で
、
そ
の
後
の
生
徒

会
行
事
が
益
々
充
実
し
て
い
ま
す
。

６
月
30
日(

火)

か
ら
３
日
間
、

２
年
生
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

(

企
業
体
験
実
習)

を
行
い
ま
し
た
。

先
行
き
の
不
透
明
な
現
代
に
あ
っ

て
、
働
く
こ
と
の
厳
し
さ
を
知
り
な

が
ら
、
働
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
充

実
感
を
味
わ
う
こ
と
は
、
将
来
の

職
業
生
活
の
た
め
の
第
一
歩
と
し

て
非
常
に
貴
重
な
経
験
で
す
。
例

年
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の

経
験
が
３
年
生
に
な
っ
た
時
の
職

業
選
び
に
直
結
す
る
生
徒
も
い
ま

す
。
今
年
も
生
徒
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
験
先
で
多
く
の
学
び
を

得
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
よ
う
で
す
。

10
月
９
日

(

金)

の
芸
術
鑑
賞

で
は
、
熊
本
を
中
心
に
活
躍
の

｢

エ
ス
ト
ゥ
デ
ィ
オ
・
ア
レ
グ
リ
ア

ス
舞
踏
団｣

に
よ
る
フ
ラ
メ
ン
コ
が

演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
、
初

め
て
目
に
す
る
フ
ラ
メ
ン
コ
の
迫
力

に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
演
目
と

演
目
の
間
に
準
備
さ
れ
た
体
験
演

奏
や
体
験
舞
踏
を
経
験
し
て
、
心

も
体
も
フ
ラ
メ
ン
コ
の
魅
力
に
引
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
翌
10
日

(

土)

は｢

笑
顔
満
祭
！
湧
心
祭
!!｣

を
テ
ー
マ
と
し
て
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
祭
式
に
続
き
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、
芸
術

(

音
楽)

選
択
者
に
よ
る
合
唱
に

始
ま
り
演
劇
部
の
上
演
で
締
め
く

く
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
ど
れ
も
力
作

で
、
生
徒
た
ち
の
若
々
し
い
感
性

が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
ク
ラ
ス
や
委
員
会
、
部

活
動
の
展
示
や

生
徒
バ
ザ
ー
も

例
年
以
上
に
充

実
し
、
育
友
会

の
食
品
バ
ザ
ー

と
と
も
に
大
変

盛
況
で
し
た
。

最
後
に
、
３

年
生
の
進
路
決

定
に
つ
い
て
は
、
12
月
現
在
で
進

学
、
就
職
と
も
に
例
年
以
上
に
順

調
な
状
況
で
す
。
３
年
部
と
進
路

部
を
中
心
と
し
た
進
路
指
導
の
取

組
に
、
生
徒
た
ち
が
本
気
に
な
っ

て
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
成
果
と
し

て
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

セ
ン
タ
ー
試
験
を
は
じ
め
、
大
学

の
一
般
入
試
が
本
番
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
、
生
徒
全
員
が
社
会
の
大

海
に
無
事
船
出
が
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
生
徒
、
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
進
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

� � � � �
教頭 西村 博生

� � � � �
教頭 平江 良樹

� � � � �
教頭 古閑 千尋

副
校
長

荒
木

雅
浩


